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地域の皆様には日頃より保育園を温かく見守っていただき、大変お世話になっております。 

満開の桜に囲まれ、明るい気持ちで令和５年度をスタートすることができました。入園式から 2

週間が過ぎ、新入園児も、継続児も一日一日新しい環境に慣れ、園庭に出てお昼までじっくり楽

しみ遊びこんでいます。元気いっぱい遊ぶ子ども達の姿に職員も元気をもらっています。 

竜東保育園は、市内で一番園児数が多く、今年は 0 歳児から 5 歳児まで 200 人近い子ども

たちが在籍しています。私たち職員は、子ども一人ひとりの気持ちを大切に、子どもたちの「生

きる力」を育める環境作りを目指して保育していきます。 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

新型コロナウイルスの感染警戒レベルも小康期となっていることから、状況を見ながら、少し

ずつ地域の皆様と交流する機会も考えていきたいと思っていますので、保育園に対するご意見、

ご要望等ありましたら遠慮なく保育園までお知らせください。 

 

こんにちは 

竜東保育園です 

＜伊那市の保育目標＞    「生きる力のある子ども」 

＜竜東保育園の目標＞ 「健康な体」と「豊かな心」・・生きる力を育める環境作り 

 

伊那市では「面白がる」「知りたがる」「試したがる」など自ら意欲をもって行動できる子どもを 

「がるがるっ子」と名づけ自然体験を活かし、遊びの中から意欲を引き出す保育に取り組んでいます。 

 

回 覧 

＜Ｒ５年度の園児数＞ 

（入園予定を含む） 

 ０．１歳児   ２８名 

２歳児   ２２名 

３歳児   ４５名 

４歳児   ４６名 

５歳児   ５２名 

合計  １９３名 

  

職員４１名    

＜ お問い合わせ先：竜東保育園 ＴＥＬ72－4415 ＞ 

 



 

 

 

         

   

 

天気の良い日は毎日園庭に出て好きな遊びを見つけ始めている新入園児さん。継続児さんも、

新しい発見、新しい遊びが始まっているようです。夢中になってお腹がすくまで思いっきり遊び

こんでいる子ども達。「おなかすいた～！」は「楽しかった！」という言葉に聞こえてきます。 

土、水、太陽の光、風、空気など身近な自然の中で、見て・触れて・感じて「ふしぎだなぁ」

「どうしてだろう？」という小さな発見・学びが「生きる力」につながることを願いながら保育

をしています。 

  

  

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

竜東っ子を育てる会 

≪ かわいいつぶやき 【 ひかげとひかげ・・・の違い 】  園庭での出来事 ≫ 

 

 

子どもたちは毎日園庭で様々な遊びを楽しんでいきますが、思いがけないものを遊びに活

用します。そこで今年も、ご家庭で不要になっているものがあれば譲っていただきたいと思

いますのでご協力をお願いいたします。 

＜譲っていただきたいもの＞ 

〇 色水遊びに使う草花  〇 子ども用のプール  〇 泡遊びに使う固形石鹸 

〇 汁椀（陶器でないもの）〇 おたま       〇 スプーン  

〇 おろし器       〇 泡だて器      〇 調理用のボウル 

  

譲ってください！！ 

Ａちゃん 「あついね～」  保育士「暑かったらひかげ（日陰）に行くといいよ」 

Ｂちゃん 「あ！じゃ日影にぼくのお家あるよ！」   

保育士「そのひかげに行かれると先生困っちゃうでね。」 


